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仙
紀
の
中
葉
に
於
て
、
歴
史
は
、
政
治
改
革
の
傅
播
と
悶
民
主
義
の
捺
頭
と
云
ふ
、
二
つ
の
噸
向
の
間
に
、
佛
剛
西

に
在
り
て
は
、
錐
二
帝
政
の
諸
蕊
象
の
上
に
、
叉
柵
逸
に
在
り
て
は
、
所
謂
剛
民
的
統
一
の
二
亜
主
義
的
解
決
の
發
展

の
上
に
、
更
に
こ
れ
等
剛
國
の
關
係
、
殊
に
境
界
の
問
題
と
、
齊
教
迂
禽
の
政
樅
の
問
題
の
上
に
、
幾
多
の
冊
意
す
べ

き
且
そ
の
考
察
ま
こ
と
に
復
雑
な
る
べ
き
も
の
が
あ
る
。
怜
か
も
肢
汎
な
過
渡
の
時
期
に
徴
っ
て
、
前
代
の
諸
事
象
の

鍵
替
收
約
が
、
後
代
に
向
っ
て
進
行
す
る
一
般
な
る
と
こ
ろ
の
現
象
の
、
雄
も
錯
綜
せ
ろ
種
類
の
も
の
を
槻
ぜ
し
め

ヂ
○
○

從
っ
て
こ
の
庇
汎
な
る
過
渡
の
時
期
の
、
緋
絲
せ
る
聯
象
の
川
に
は
、
思
想
文
蕊
の
醗
然
た
る
も
の
を
洲
ん
よ
り
は
、

寧
ろ
後
代
に
向
っ
て
成
暹
す
べ
き
、
そ
の
萠
芽
を
抄
猫
す
る
こ
と
を
、
必
要
と
す
る
Ｏ
果
し
て
五
男
は
、
と
上
に
「
世

紀
後
半
の
シ
ヤ
ト
ー
プ
リ
ア
ン
」
を
知
る
の
で
あ
る
。
シ
ヤ
ト
ー
プ
リ
ア
ン
が
価
紀
初
に
於
け
る
、
佛
附
西
旭
想
の
上

の
位
世
を
以
て
、
こ
の
仙
紀
後
半
の
シ
ャ
ト
ー
プ
リ
ァ
ン
た
る
犀
＆
ｇ
ｏ
ご
胃
旦
の
上
に
獅
推
す
る
こ
と
は
、
岱

新
爾
古
主
義
ざ
二
州
問
題
の
言
論
六
三

新
尚
古
主
義
三
一
州
問
題
の
言
論

ｒ
日
■
Ｌ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

長

睾
奇
士
ロ
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文
藝
上
の
フ
ォ
ル
ム
の
提
咄
に
川
っ
て
、
ワ
イ
マ
ア
ル
新
尚
古
派
は
新
術
古
主
義
凪
想
の
溌
腸
と
し
て
峨
傳
さ
れ

る
。
然
し
な
が
ら
、
フ
ォ
ル
ム
の
提
咄
は
、
文
藝
の
惟
成
の
論
議
の
上
に
は
、
打
畢
的
に
叉
文
藝
批
判
的
に
顎
群
な
り
と

は
言
へ
、
こ
れ
の
み
を
以
て
は
、
術
と
の
思
想
傾
向
の
深
淵
を
究
め
得
た
り
と
洲
ひ
難
い
。
尚
古
の
思
想
の
含
蓄
が
、

猫
他
に
、
こ
れ
ら
と
は
そ
の
形
式
を
異
に
し
、
趣
向
を
別
に
し
て
、
淀
は
こ
れ
に
先
だ
ち
て
、
プ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
の
一
詩

人
た
る
仙
紀
後
半
の
シ
ヤ
ト
ー
プ
リ
ア
ン
の
、
一
八
六
七
年
の
、
門
巴
①
己
○
厘
、
、
に
於
て
、
且
そ
の
以
前
一
八
六
九
年
の

勇
胃
⑦
罠
①
ミ
に
於
て
、
存
す
る
こ
と
が
窺
は
れ
る
の
で
あ
る
。

既
に
一
八
五
四
年
に
於
て
、
ご
用
一
旨
①
ｍ
ご
と
云
ふ
文
藝
の
協
愈
が
、
冒
胃
邑
等
に
曲
り
て
創
立
さ
れ
、
そ
の
目

的
と
し
て
プ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
地
方
語
の
尊
重
と
、
地
方
仰
統
の
顯
揚
と
を
有
し
，
微
時
の
文
藝
傾
向
に
對
し
こ
の
沌
動

に
通
常
で
あ
る
。

新
伺
古
主
義
ざ
二
州
問
題
の
言
論
六
四

に
こ
の
胱
汎
な
る
過
渡
の
時
期
の
槻
察
に
、
峡
く
べ
か
ら
ざ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

何
の
故
に
自
然
主
義
の
初
期
の
状
態
、
或
は
ネ
オ
浪
拠
派
の
蓮
動
が
、
浪
泌
派
文
郵
の
細
肥
に
對
し
て
、
寂
其
た
る

没
趣
味
的
に
陥
っ
た
か
、
何
の
故
に
ネ
オ
カ
ト
リ
ッ
ク
思
想
、
否
む
し
ろ
ネ
オ
ヵ
ト
リ
ッ
ク
派
の
行
動
が
、
高
踏
的
な

齊
教
ル
ネ
サ
ン
ス
に
對
し
て
、
凡
裕
的
卑
近
的
と
な
っ
た
か
に
就
い
て
は
、
政
治
と
肺
打
と
の
事
象
の
上
に
、
一
般
過

渡
的
傾
向
を
槻
る
こ
と
に
照
し
て
、
了
解
す
る
に
苦
し
ま
な
い
。

こ
の
間
に
在
り
て
、
垂
見
が
「
仙
紀
後
半
の
シ
ャ
ト
ー
プ
リ
ア
と
を
知
る
こ
と
は
、
斑
に
大
旱
雲
寛
を
紫
む
と
洲

ふ
べ
き
か
、
或
は
草
野
に
一
滴
を
求
む
と
詔
ふ
く
き
か
◎
愛
に
一
源
流
を
後
代
の
歴
史
に
向
っ
て
世
く
こ
と
は
、
充
分
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思
想
傾
向
の
間
に
、
仙
紀
中
葉
の
プ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
詩
人
が
、
「
大
な
る
ホ
メ
ほ
ス
の
膝
下
に
伏
す
る
後
進
」
（
屋
日
巨
の

⑦
ぃ
８
三
昌
号
巨
臼
Ｐ
己
○
匡
一
〕
旨
Ｃ
）
と
し
て
、
彼
の
間
閣
を
率
ゐ
て
ゐ
た
こ
と
は
、
頴
著
な
事
迩
で
あ
っ
た
。
そ
の

影
稗
す
る
と
こ
ろ
亦
悲
だ
大
で
あ
る
。
ラ
マ
ル
テ
イ
ー
ヌ
は
「
ミ
レ
イ
ュ
」
を
評
し
て
、
ホ
メ
ロ
ス
嘆
美
者
を
稲
揚

し
、
イ
オ
ニ
ア
海
の
肪
盈
が
、
夢
の
如
く
プ
厩
ヴ
ァ
ン
ス
の
峠
に
近
づ
き
て
、
浮
動
す
る
が
如
く
感
ず
る
も
の
あ
り
と

し
た
（
ｎ
ｏ
日
切
３
９
薑
臼
号
言
酔
騨
言
『
①
）
・
風
光
明
州
に
し
て
稗
俗
純
厚
な
る
ブ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
に
於
け
る
、
上
古
ア

ッ
テ
イ
カ
の
懐
古
は
、
誠
に
自
然
の
そ
の
と
こ
ろ
を
得
た
も
の
が
あ
る
。
こ
の
所
詔
シ
己
９
ｍ
目
の
は
、
お
の
づ
か
ら
前

記
の
フ
エ
リ
イ
プ
ル
協
仲
の
同
的
に
兄
る
如
き
、
所
洲
Ｈ
①
四
○
己
昌
離
日
①
に
延
瀝
さ
れ
得
る
。
文
謎
上
の
新
尚
古
主
義

思
想
の
濫
腸
が
、
股
義
の
僻
統
主
義
に
發
腱
し
て
、
後
年
の
諾
極
の
常
伽
を
生
む
と
こ
ろ
の
源
流
を
、
こ
の
プ
ロ
ヴ
ア

ン
ス
詩
人
及
び
そ
の
周
囲
の
、
古
代
文
明
景
慕
と
地
方
体
統
尊
亜
と
に
棚
察
す
る
こ
と
は
、
決
し
て
牽
弧
の
説
で
は
な

新
間
古
主
義
ご
二
州
間
題
の
言
諭
六
五

が
、
「
小
麥
か
ら
籾
殻
を
簸
る
た
め
」
（
曾
の
胃
匡
）
国
且
一
‐
里
『
胃
一
静
匡
‐
犀
昌
８
号
、
言
ご
庸
国
言
侭
の
ｍ
ｇ
こ
〕
訂
）

で
あ
っ
た
こ
と
は
、
と
上
に
新
尚
古
主
義
的
思
想
が
萠
芽
し
、
延
い
て
そ
の
壊
古
的
な
俳
統
尊
重
が
、
後
代
の
諸
種
の

政
治
思
想
に
、
及
ぶ
も
の
の
存
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
ポ
ー
ル
ペ
エ
ル
・
フ
ロ
マ
ン
の
述
ぶ
る
と
こ
ろ
に
從
へ
ぱ
、

プ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
詩
人
の
養
ひ
得
た
文
騏
思
湘
は
、
政
治
思
想
的
で
あ
り
、
赫
っ
て
叉
宗
教
思
想
的
で
あ
る
宙
留
日
⑦
‐

｝
〕
巴
【
①
‐
句
門
○
日
①
具
‐
Ｆ
ゆ
め
Ｆ
芹
冠
国
日
『
①
い
田
Ｈ
ｏ
く
言
Ｑ
畠
①
い
》
衿
ぐ
①
。
Ｅ
〕
①
⑦
遇
巳
協
⑦
。
①
ｍ
ｍ
ｏ
唱
弾
己
冨
①
胃
威
【
且
昂
）
Ｏ
と
ｋ

に
五
月
の
關
與
の
庭
が
あ
る
。
近
代
佛
附
西
の
仰
統
主
義
の
棚
芽
を
こ
上
に
槻
ろ
。

前
述
の
如
き
過
渡
の
時
期
の
、
複
雑
な
る
政
治
的
肺
向
事
象
の
交
餅
に
照
し
て
老
へ
ら
る
上
、
唯
物
的
な
無
燥
的
な

Ｉ
‐

’

1



－
１

新
間
古
主
義
ご
二
州
問
題
の
言
論
六
六

い
Ｏ

フ
エ
リ
イ
プ
ル
文
鑿
協
愈
の
刺
立
、
「
ミ
レ
イ
ュ
」
の
耕
作
の
あ
っ
た
一
八
五
○
年
代
か
ら
、
六
○
年
代
に
亙
っ

て
、
佛
附
内
の
二
つ
の
逆
は
、
航
ろ
明
瞭
に
槻
察
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
従
誰
祈
學
諭
と
レ
・
ミ
ゼ
ラ
ブ
ル
を
一
耐
に

棚
る
も
の
は
、
亦
伺
時
に
ピ
ウ
ス
九
仙
識
郡
、
そ
の
一
は
ご
冑
の
忌
巨
三
吻
己
の
屋
の
．
言
．
で
あ
り
、
更
に
他
は
》
言
ｐ
巨
豐
同

ｎ
厘
国
ｇ
“
、
冒
言
、
、
こ
で
あ
る
も
の
、
則
ち
前
記
と
は
全
く
切
離
さ
れ
た
る
部
分
に
存
す
る
も
の
を
槻
る
。
叉
フ
ア
ル

ウ
教
育
法
規
の
成
立
に
對
し
て
、
一
八
六
五
年
の
》
白
の
侭
巨
の
号
房
ご
晩
の
垣
〕
・
国
９
斤
こ
の
創
立
が
、
等
し
き
開
係
に
存

す
る
こ
と
を
も
槻
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
二
つ
の
道
の
上
に
、
「
ミ
レ
イ
ュ
」
の
思
想
と
フ
エ
リ
イ
プ
ル
協
禽
の
通
勤
が
、
何
を
與
へ
た
か
を
Ⅲ
ふ
な
ら

ば
、
一
は
文
蕊
上
の
思
想
を
、
現
従
と
自
然
と
の
抱
束
か
ら
脱
せ
し
め
て
、
漂
泄
た
る
幻
想
の
影
を
辿
ふ
と
と
に
側
か

し
め
．
一
は
宗
教
上
の
思
想
を
、
超
悶
境
的
な
る
椛
想
か
ら
反
省
せ
し
め
て
、
脚
下
の
暗
影
を
照
す
の
逝
韮
に
明
ら
か

な
ら
む
と
す
る
に
、
至
ら
し
め
る
も
の
で
あ
る
と
洲
ひ
得
る
。

換
言
す
れ
ば
、
古
代
愉
隙
の
ア
ッ
テ
イ
シ
ス
ム
か
ら
、
地
方
傳
統
尊
重
の
レ
ジ
ョ
ナ
リ
ス
ム
を
以
て
、
新
術
古
主
義

思
想
を
養
っ
た
も
の
は
、
こ
れ
を
大
局
的
に
槻
じ
て
、
概
括
的
に
胱
義
の
傳
統
主
義
と
し
て
、
近
代
佛
剛
西
の
仙
紀
中

葉
推
移
郷
換
の
期
か
ら
、
後
代
に
亘
っ
て
、
一
般
思
想
鍵
進
の
上
の
國
民
主
義
思
想
と
、
深
き
關
係
を
有
し
て
ゐ
た
も

の
で
あ
る
。
一
八
五
八
年
オ
ル
シ
｜
一
事
鍵
と
、
一
八
六
七
年
メ
ン
タ
ナ
戦
鞭
と
の
叩
秤
的
閉
係
の
時
期
に
在
っ
て
、
後

年
イ
ボ
リ
ト
．
｜
ア
ー
ス
が
七
○
年
戦
役
の
後
日
に
、
そ
の
「
近
代
抑
剛
西
起
原
論
」
の
上
に
詳
述
し
た
如
き
、
レ
ジ
ョ



ナ
リ
ス
ム
に
し
て
剛
民
主
義
な
る
も
の
、
之
を
總
括
し
て
舛
統
主
義
と
孵
す
べ
き
も
の
、
延
い
て
叉
妓
近
の
著
明
な
る

國
民
主
義
的
諦
言
祁
に
搬
張
さ
れ
た
も
の
は
、
既
に
一
ら
フ
エ
リ
イ
プ
ル
協
禽
の
主
張
の
中
に
、
そ
の
萠
芽
を
有
し
て

を
布
し
た
こ
と
は
訓
ふ
ま
で
も
な
く
、
而
し
て
そ
は
二
つ
の
逆
あ
る
か
た
め
で
あ
り
、
且
つ
尚
古
主
義
川
齊
教
主
義
た

■

ろ
一
面
あ
る
が
た
め
で
あ
る
。
亀
．
的
四
目
の
冒
し
①
吻
烏
貝
司
目
８
⑦
こ
①
日
切
日
置
言
⑦
め
ご
め
８
畳
目
⑦
ｍ
）
（
の
、
冨
胃
ｇ

Ｈ
’
ロ
○
の
巨
昌
の
具
、
一
）
Ｃ
貝
墓
ｇ
巨
〆
）

癖
敏
思
想
に
し
て
剛
民
主
義
思
想
に
存
す
る
も
の
は
、
プ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
詩
人
に
見
う
る
新
術
古
主
義
の
微
象
と
、
地

方
仰
統
の
好
術
に
存
す
る
文
學
が
、
蒋
教
ル
ネ
サ
ン
ス
の
余
流
に
塀
つ
た
、
特
殊
な
一
価
向
で
あ
る
。
ク
ル
チ
ウ
ス
の

ザ

プ
ル
ュ
ヌ
チ
エ
ル
評
体
に
曲
れ
ば
，
彼
は
自
ら
を
ま
づ
固
鼠
吻
営
吻
冒
匡
吻
と
言
ひ
，
又
後
に
自
ら
を
尻
豊
〕
ｏ
胃
冒
〕
口
吻
と

言
っ
た
と
（
固
○
胃
晉
唾
，
罵
昌
冒
邑
陣
屋
三
①
晟
局
）
・
彼
が
仙
人
で
あ
っ
た
か
は
、
詔
ふ
ま
で
も
な
い
ｃ
愛
に
プ
ル

ュ
ヌ
チ
エ
ル
を
記
す
に
至
っ
て
、
垂
見
は
イ
ポ
リ
イ
ト
。
｜
ア
ー
ス
が
こ
の
一
括
思
想
傾
向
の
上
の
位
世
を
明
に
す
る
要

を
右
す
る
。

Ｐ
の
。
且
》
国
ロ
三
豊
冑
⑦
』
ｚ
・
号
く
○
唄
威
）
毘
冒
屋
晶
輿
．
旨
・
冒
昌
厨
》
の
言
冨
呂
貝
關
の
先
兇
考
な
る
テ
ー
ヌ
は
、

新
筒
吉
主
毅
さ
二
州
問
題
の
言
諭
六
七

こ
れ
を
燕
教
旭
想
の
上
に
開
聯
し
て
槻
る
時
は
、
新
尚
古
主
義
の
流
派
が
、
一
八
七
八
年
八
月
法
皇
識
諜
の
ア
ク
イ

ヌ
ス
禰
班
に
開
す
る
ご
篇
目
昌
國
亘
鈎
》
》
に
就
き
、
又
後
年
一
八
八
五
年
数
書
》
》
旨
ｇ
ｏ
壗
巨
．
ご
ｇ
・
ご
、
更
に
一
八
九

二
年
二
月
識
評
に
し
て
佛
剛
西
价
侶
及
び
教
徒
に
示
し
た
る
ゞ
》
Ｐ
巨
目
雲
①
ロ
烏
鰔
い
つ
罠
、
冒
号
め
こ
に
就
き
て
、
深
き
感
激

ゐ
た
も
の
で
あ
っ
た
。

｣
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１

ジ
ロ
ウ
は
前
描
同
書
の
中
に
述
べ
て
曰
く
、
つ
ア
ー
ヌ
に
も
プ
ル
ュ
ヌ
チ
エ
ル
に
も
、
文
學
と
評
論
と
は
、
決
し
て

，
善
目
の
旨
ｇ
吻
ｇ
ご
で
な
か
っ
た
。
１
１
プ
ル
ュ
ヌ
チ
ェ
ル
は
文
騏
上
の
間
題
を
、
道
義
上
、
祇
會
上
、
且
つ
宗
敏

上
の
問
題
に
推
し
進
め
た
。
Ｉ
怜
か
も
一
ア
ー
ス
が
起
脈
論
を
著
作
し
っ
上
あ
る
頃
に
於
て
、
彼
は
佛
剛
西
剛
民
仲
統

老
阻
害
し
つ
ｌ
あ
る
総
て
の
人
令
則
ち
諏
読
家
、
、
然
主
義
考
、
デ
イ
レ
タ
ン
ト
、
現
代
主
義
者
、
印
象
主
義
者
等

に
對
し
て
闘
っ
て
居
た
」
と
。
同
様
の
比
較
評
論
は
、
シ
エ
ラ
ア
の
文
學
史
評
論
の
中
に
も
あ
る
角
吻
ｏ
胃
『
日
‐

国
冨
ｑ
①
い
の
Ｈ
三
《
宕
劇
ゆ
匡
再
宮
一
言
野
画
冒
【
⑦
ｎ
ｏ
昌
回
三
）
○
再
勇
言
①
）
Ｃ

テ
ー
ヌ
が
．
耐
音
は
変
に
耽
御
的
術
動
の
妓
上
の
藥
石
な
り
」
（
曾
己
①
の
房
．
壽
嗣
国
巳
と
述
べ
た
こ
と
は
、

目
）
Ｏ
ｐ
Ｑ
由
］
〕
の
①
。
三
・
）

新
愉
古
主
義
ご
二
州
問
浬
の
言
愉
六
八

蓋
し
近
代
佛
附
西
の
文
壌
上
の
、
岡
乢
主
義
旭
湘
の
中
心
を
な
す
人
で
あ
る
。
彼
は
以
前
の
新
尚
古
主
義
思
想
を
築
描

し
て
、
こ
れ
彩
後
年
の
諏
盈
な
る
言
論
に
綱
承
し
た
。
彼
に
州
す
る
催
れ
た
る
評
論
を
し
た
ジ
ロ
ウ
に
從
へ
ぱ
、

閏
ｇ
ｏ
胃
①
弓
角
言
①
の
後
牛
仙
の
文
學
は
、
「
佛
剛
西
統
帥
、
そ
れ
が
術
古
的
粘
祁
と
な
り
た
る
も
の
」
で
あ
っ
た

（
く
．
９
国
且
‐
厚
自
切
日
、
唇
冒
⑦
）
酌
Ｃ
冨
○
２
ぐ
愚
唖
①
厨
○
］
昌
昌
盲
９
８
）
、
こ
の
ジ
ロ
ウ
の
害
に
於
て
、
「
朧
史
學
は

科
學
で
あ
る
の
み
で
な
く
、
同
時
に
藝
術
で
あ
り
、
又
哲
皐
で
あ
る
」
と
訓
ふ
と
こ
ろ
の
「
起
原
論
」
の
著
作
に
際
し

て
、
テ
ー
ヌ
は
從
來
コ
ン
ト
Ⅲ
述
者
で
あ
り
、
沈
諦
諭
的
史
単
の
主
張
者
で
あ
り
な
が
ら
、
自
づ
か
ら
皿
岡
の
槻
念

が
、
彼
自
身
の
本
伐
に
荘
深
く
根
を
下
し
て
ゐ
る
と
と
を
、
詳
か
に
述
べ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
殊
に
彼
の
母
に
典
へ
た

幾
多
の
書
簡
に
於
て
は
、
能
く
こ
の
衞
時
の
彼
の
心
境
を
、
窺
は
し
む
る
も
の
が
あ
る
。
（
段
丘
の
黒
曽
８
国
①
晩
‐

I
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如
く
、
鴛
教
的
思
想
に
州
聯
す
る
こ
と
深
か
り
し
と
同
様
に
、
プ
ル
ュ
ヌ
チ
エ
ル
に
於
て
も
、
こ
の
一
括
思
想
側
向

は
．
そ
の
言
論
に
窺
は
る
閏
も
の
で
あ
り
、
且
彼
の
論
ず
ろ
と
こ
ろ
も
亦
、
阿
災
主
義
に
川
づ
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と

で
あ
る
０

．
私
は
こ
の
小
論
に
於
て
、
プ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
詩
人
の
通
勤
が
、
延
い
て
剛
氏
主
義
に
及
び
、
そ
の
州
に
於
け
る
体
統
主

義
と
哲
教
主
義
と
の
關
聯
が
、
終
に
二
州
問
題
の
言
論
に
及
ぶ
も
の
あ
る
を
説
か
ん
と
欲
し
た
が
、
新
尚
古
主
錐
の
發

端
と
、
テ
ー
ヌ
・
プ
ル
ュ
ヌ
チ
エ
ル
と
の
川
の
繼
承
に
附
し
て
は
、
迩
併
な
る
文
献
坐
右
に
な
く
、
叉
ソ
レ
ル
・
プ
ウ

ル
ジ
ェ
等
に
附
し
て
も
、
文
献
坐
右
に
無
き
た
め
、
こ
れ
ら
は
少
時
椅
略
に
從
っ
て
、
直
ち
に
雌
近
に
於
け
る
言
肺
、

こ
と
に
パ
レ
ス
及
び
モ
ー
ラ
ス
に
就
て
、
即
ち
二
州
問
題
言
論
に
就
い
て
略
税
す
る
こ
と
と
し
た
。

近
代
佛
蘭
西
の
閏
民
主
義
が
、
七
○
年
戦
敗
を
機
と
し
て
盛
ん
と
な
っ
た
こ
と
は
、
訓
ふ
ま
で
も
な
い
。
然
し
そ
の

曲
っ
て
來
ろ
と
こ
ろ
は
、
文
學
的
に
思
想
的
に
拡
逵
い
も
の
が
あ
る
。
七
○
年
事
鍵
は
外
部
的
に
は
剛
家
屈
辱
の
自
兇

新
筒
古
主
義
ご
二
州
問
題
の
言
論
六
九

こ
の
比
較
評
論
に
合
せ
て
、
噸
者
の
關
係
を
知
ら
し
む
る
の
で
あ
る
。
一
八
七
六
年
以
來
「
雨
批
界
評
論
」
紙
上
に
於

て
、
プ
ル
ュ
ヌ
チ
エ
ル
が
前
記
の
ジ
ロ
ウ
の
言
の
如
き
岡
を
繼
け
て
ゐ
た
も
の
は
、
詔
ふ
ま
で
も
な
く
奮
教
的
思
想
に

そ
の
根
擦
を
置
き
て
、
國
民
主
義
的
言
論
に
経
始
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
に
於
て
、
先
き
に
記
し
た
る
ブ
ル
ュ

ヌ
チ
ュ
ル
の
自
か
ら
の
言
た
る
、
術
古
主
義
に
し
て
而
し
て
後
に
衡
識
主
義
た
る
こ
と
の
意
は
、
参
照
さ
れ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
要
す
る
に
テ
ー
ヌ
の
文
學
に
於
け
る
仰
統
主
義
に
し
て
、
レ
ジ
ョ
ナ
リ
ス
ム
な
る
も
の
、
而
し
て
そ
れ
は
仙
紀

中
葉
に
、
そ
の
萌
芽
を
有
し
た
も
の
は
、
彼
の
史
學
に
於
け
る
阿
雌
主
義
と
な
り
、
同
時
に
耐
音
云
為
の
言
に
槻
る

’
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新
間
古
主
義
ご
二
州
問
題
の
言
諭
七
○

と
な
り
、
同
率
鍵
と
時
を
等
し
く
し
た
共
応
蹴
飢
と
、
そ
の
地
方
仰
播
と
は
、
内
部
的
に
政
治
と
肺
魚
と
の
欠
陥
の
、

兇
と
な
っ
た
。
こ
の
場
合
に
於
て
も
、
剛
民
主
義
旭
惣
は
悲
來
の
文
學
的
思
想
的
仲
統
の
上
に
於
て
、
妓
も
好
く
發
撚

さ
れ
て
ゐ
た
。
「
超
脱
前
」
を
番
か
ん
と
し
た
一
ア
ー
ス
は
、
そ
の
母
に
宛
て
た
る
ロ
ン
ド
ン
諜
翰
に
曰
く
「
余
の
眼
前

に
は
、
仰
附
四
が
全
く
内
外
と
も
に
、
挫
折
崩
壊
し
た
か
の
や
う
に
見
え
る
。
そ
し
て
余
は
こ
の
時
に
常
り
て
、
或
る

蒋
述
に
余
の
全
力
を
以
て
從
は
ん
と
欲
す
る
」
と
。
叉
曰
く
、
「
余
は
今
ま
で
こ
れ
ほ
ど
、
人
間
が
そ
の
肌
國
と
離
れ

得
ざ
る
關
係
に
存
す
る
を
知
ら
な
か
っ
た
」
と
。
叉
曰
く
「
測
剛
と
云
ふ
槻
念
は
、
仰
蘭
西
人
の
精
川
の
中
に
、
深
く

そ
の
根
基
を
下
し
、
そ
し
て
機
御
あ
る
毎
に
、
熱
烈
な
る
感
怖
、
永
久
的
な
る
犠
牲
，
英
雄
的
な
る
行
動
と
し
て
、
渡

現
し
來
る
も
の
で
あ
る
」
と
（
留
急
①
ｇ
闇
８
弓
２
〕
ｇ
烏
胃
①
、
弓
・
）

彼
は
デ
今
ハ
ー
紙
Ｃ
Ｏ
日
且
号
、
号
冒
ｇ
に
記
し
て
、
「
余
が
佛
蘭
西
史
を
研
究
す
れ
ば
す
る
程
、
佛
附
四
人
が

原
來
商
潔
な
る
心
猜
を
、
仰
統
す
る
も
の
な
る
こ
と
を
知
る
。
佛
剛
西
岡
民
は
佛
剛
西
兵
の
如
し
。
兵
は
平
生
談
笑
し

遊
戯
し
、
人
を
噸
笑
し
、
非
難
す
。
然
し
一
朝
事
あ
れ
ば
、
そ
の
全
力
を
肌
剛
の
た
め
に
識
す
」
と
し
た
。
彼
は
革
命

主
義
春
と
云
ふ
一
顔
型
を
指
抽
し
て
非
難
し
、
こ
れ
を
夢
想
家
、
狂
傭
家
、
、
抽
象
那
諭
群
と
形
容
し
た
。
彼
が
純
腫
な

る
仰
統
に
立
脚
し
て
、
國
本
を
識
ら
む
と
す
る
こ
と
は
、
彼
の
従
證
而
が
、
新
尚
古
主
義
の
通
し
た
傅
統
主
義
‐
そ
し

て
魔
義
の
奮
來
の
傅
統
主
義
的
文
學
の
境
地
に
、
入
っ
た
こ
と
で
あ
る
。
脈
堂
と
し
て
山
來
す
る
虚
に
、
テ
ー
ヌ
の
思

想
が
合
致
し
て
、
長
く
力
弧
き
痕
跡
を
遺
す
に
至
っ
た
も
の
で
あ
る
。
ポ
ー
ル
・
プ
ウ
ル
ジ
エ
亦
然
り
。
こ
れ
ら
所
洲

文
學
的
國
民
主
義
は
、
仙
紀
後
半
に
於
て
、
庇
に
近
代
佛
蘭
西
側
此
主
義
の
中
心
た
る
も
の
で
あ
っ
た
。
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一
八
九
四
年
乃
至
一
九
○
六
年
の
ド
レ
エ
フ
ュ
ス
事
件
は
、
上
下
を
総
動
し
て
、
感
膓
的
な
國
民
主
義
的
言
論
と
な

ら
し
め
た
。
一
八
八
二
年
以
来
一
九
○
五
年
に
亘
る
剛
家
裁
念
分
離
の
問
題
に
至
っ
て
も
、
反
教
會
思
想
も
亦
、
図
民

主
義
的
に
統
合
さ
れ
て
ゐ
た
。
教
會
が
奉
戴
す
る
法
皇
椛
は
、
岡
家
剛
民
の
雛
威
の
中
に
、
他
の
椛
威
を
低
く
も
の
で

あ
る
と
云
ふ
根
木
の
概
念
に
山
っ
て
、
動
い
て
ゐ
た
。
阿
家
は
完
全
な
る
統
一
僻
に
於
て
禽
能
な
る
機
能
を
有
せ
ざ
る

可
か
ら
ず
と
す
る
の
で
あ
る
。
則
ち
機
能
没
椛
威
の
鮎
に
於
て
槻
察
せ
る
、
岡
比
主
義
的
旭
想
に
川
つ
た
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
と
反
師
な
も
の
も
亦
、
國
民
主
義
に
於
て
は
、
こ
れ
と
同
一
の
立
脚
に
於
て
一
致
し
得
て
ゐ
た
。
こ
の
教
會

分
離
問
題
に
於
て
、
殊
に
ド
レ
ェ
フ
ュ
ス
事
件
に
於
て
、
近
代
佛
附
西
岡
民
主
義
は
、
総
て
の
思
想
価
向
を
、
一
傘
下

に
集
め
得
た
。
悉
く
そ
れ
は
古
き
レ
ジ
ョ
ナ
リ
ス
ム
の
流
れ
に
從
つ
た
Ｏ
古
き
ト
ラ
デ
イ
シ
ョ
ニ
ス
ム
の
価
向
に
雄
め

ら
れ
て
ゐ
た
。
反
教
禽
的
思
想
に
反
動
し
た
方
面
に
於
て
は
，
「
秩
序
を
有
す
る
有
機
的
組
織
」
の
椛
威
と
し
て
の
、

奮
教
主
義
説
の
導
奉
を
有
し
て
ゐ
た
。

巾
來
は
悲
遠
く
、
且
つ
そ
の
發
展
は
護
複
雑
で
あ
る
。
三
○
年
代
の
蒋
識
襖
典
の
思
想
に
、
啓
蒙
主
義
的
政
治
論
と

文
學
と
を
合
せ
た
向
山
主
義
思
想
は
そ
の
中
か
ら
眠
生
卿
換
し
た
剛
際
主
義
、
或
は
共
壺
主
義
に
反
擁
さ
れ
て
、
新
術

古
主
義
文
學
の
迩
禅
を
う
け
た
大
き
な
仲
統
主
義
の
中
の
、
康
川
と
し
て
共
和
主
義
的
剛
民
主
義
、
例
へ
ぱ
パ
レ
ス
の

如
き
も
の
と
な
っ
た
。
そ
し
て
之
に
反
縦
し
た
傅
統
主
義
の
中
の
藤
川
と
し
て
は
、
飛
主
主
義
的
剛
民
主
義
、
例
へ
ぱ

モ
ウ
ラ
ス
の
如
き
が
あ
る
。
そ
し
て
こ
れ
ら
総
て
が
、
剛
氏
主
義
に
雄
め
ら
る
土
産
に
吾
だ
の
關
心
が
あ
る
。

史
家
ブ
ェ
ー
ン
ヴ
イ
ル
の
如
き
人
糞
に
よ
る
「
聰
明
称
」
（
冒
蔚
壹
嘱
二
句
①
）
が
、
佛
剛
西
の
文
明
を
韮
本
と
し
て
、

新
問
古
主
義
さ
二
州
問
越
の
言
論
七
一

Pド
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１
１

新
尚
古
主
義
さ
二
州
間
趣
の
言
論
七
二

仙
界
の
糀
帥
的
紡
合
を
岡
る
を
目
的
と
し
、
仰
附
四
の
完
成
を
主
張
す
る
も
の
は
、
鋼
ふ
ま
で
も
無
く
阿
民
脚
家
主
義

的
の
も
の
で
あ
る
。
然
し
こ
れ
に
對
抗
し
た
「
川
蜥
介
」
（
Ｑ
再
晟
）
と
雌
も
、
剛
家
剛
民
の
文
化
を
以
て
、
人
知
愛

の
階
段
と
す
る
こ
と
を
主
張
し
、
國
家
を
目
的
と
せ
す
と
し
な
が
ら
、
猫
且
つ
そ
れ
は
佛
蘭
西
近
代
國
民
主
義
の
一
端

の
表
現
と
詔
ふ
を
妨
げ
な
い
。
等
し
く
叩
者
と
も
に
、
そ
の
共
通
な
弧
い
岡
民
主
義
的
主
張
に
從
っ
て
、
形
祥
し
て
所

訓
文
化
的
帝
國
主
義
（
侭
昌
目
且
〕
ｇ
昌
吻
日
匡
晩
）
と
さ
れ
得
る
も
の
で
あ
る
。

「
完
錐
の
國
民
主
義
」
（
ｚ
昌
○
冒
房
目
①
目
揖
旦
①
）
の
主
咄
粁
シ
ヤ
ー
ル
・
モ
ウ
ラ
ス
が
、
そ
の
大
群
ご
画
昌
員
①

切
目
宮
冒
○
目
月
三
①
．
ご
・
に
論
述
し
た
も
の
は
、
所
謂
「
秩
序
あ
る
有
機
的
組
織
」
の
、
樅
威
苣
自
蔵
を
論
じ
た
も
の

で
あ
っ
た
。
彼
は
、
椛
威
は
一
つ
の
心
に
集
中
す
と
云
ひ
、
民
主
主
義
は
嫉
肌
心
痛
を
も
つ
と
云
ひ
、
共
和
政
は
足
の

司
配
な
り
と
云
ふ
。
こ
の
飛
主
政
諭
者
に
傍
し
て
、
共
和
政
論
考
も
、
、
旨
ｇ
ｇ
己
①
、
、
誌
の
傘
下
に
、
一
群
を
な
し

て
、
一
八
九
四
年
以
後
「
國
民
主
義
の
細
主
張
を
披
瀝
し
た
」
の
で
あ
る
。
国
唱
⑦
号
一
勇
冨
ｇ
①
胃
ご
§
い
①
の
創

立
、
又
は
冒
昌
目
⑦
全
角
＆
○
二
坤
曽
〕
目
胃
の
創
立
、
更
に
又
日
刊
紙
》
壼
肖
号
口
冒
胃
鳥
の
こ
の
發
行
等
は
、

こ
の
一
群
図
民
主
義
春
等
の
業
紘
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
そ
れ
が
護
歌
主
義
に
曲
る
こ
と
は
、
忘
る
べ
か
ら
ざ
る
塵
で
あ

る
。
こ
の
事
附
は
、
、
ハ
レ
ス
の
こ
の
ｏ
ｇ
ｏ
ｍ
２
ｐ
。
昌
言
①
ｍ
合
旨
昌
。
目
房
冒
①
》
》
に
於
て
窺
知
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

吾
交
は
こ
上
に
前
記
の
プ
ル
ュ
ス
チ
エ
ル
の
．
尚
古
主
義
而
し
て
齊
教
主
義
の
語
を
想
起
す
る
の
で
あ
る
。
（
雷
．

旨
泳
ぐ
罠
①
］
駒
胃
己
胤
①
Ｑ
①
三
．
国
昌
忌
め
．
吾
．
一
‐
・
ｚ
Ｃ
厨
。
）

モ
ウ
ラ
ス
の
君
主
政
論
に
對
す
る
、
ゞ
〈
レ
ス
の
位
世
は
、
殊
に
留
意
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
各
種
の
閏
民
主
義
諭



者
を
集
め
た
貞
騨
ｇ
ｇ
ａ
①
ど
の
中
に
、
勝
れ
た
る
論
考
、
而
し
て
私
の
こ
の
小
論
に
謂
は
ん
と
す
る
、
二
州
問
題

の
言
論
を
槻
る
も
の
は
、
モ
ウ
リ
ス
。
、
〈
レ
ス
で
あ
る
。
彼
の
主
張
は
、
そ
の
群
浮
曾
の
め
黒
号
３
首
①
吻
合
］
〕
昌
○
‐

己
騨
房
冒
⑦
。
》
》
の
中
に
悉
さ
れ
。
彼
に
開
す
る
評
傅
、
及
び
彼
が
近
代
佛
剛
西
國
民
主
義
の
中
の
、
勝
れ
た
る
位
世
に
開

し
て
は
、
ク
ル
チ
ウ
ス
の
「
モ
ウ
リ
ス
・
パ
レ
ス
及
び
佛
蘭
四
閏
民
主
義
の
紡
川
的
韮
礎
」
に
詳
か
で
あ
る
。
（
園
．

○
自
己
ロ
め
‐
旨
白
日
旨
①
国
騨
貝
肝
Ｅ
己
昌
①
鴨
再
侭
①
目
の
昌
己
巳
侭
の
口
旦
①
、
鷺
ｇ
８
①
爵
３
①
国
ｚ
鼻
冒
畠
房
日
扁
）

彼
の
國
民
主
義
的
思
想
は
、
ド
レ
ェ
フ
ュ
ス
事
件
に
際
し
て
、
股
も
よ
く
窺
は
れ
る
。
彼
は
こ
の
事
件
に
州
す
る
ゾ

ラ
の
論
説
を
以
て
不
滿
と
し
、
ゾ
ラ
と
等
し
く
彼
は
共
和
主
雅
者
で
あ
り
な
が
ら
、
彼
に
と
り
て
は
悲
教
主
義
と
傅
統

主
義
と
が
、
對
猫
太
問
題
の
彼
の
言
論
の
韮
訓
を
な
す
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
彼
は
ゾ
ラ
を
以
て
「
絶
對
の
論
理

者
」
に
過
ぎ
ず
と
し
て
、
ロ
ン
プ
ロ
ゾ
主
張
つ
』
○
己
胃
Ｃ
ｍ
ｏ
‐
一
一
ど
〕
号
の
冒
三
⑭
ｇ
⑦
①
こ
の
ご
戸
言
①
）
に
促
は
れ
、
拘
泥
し
過

ぎ
て
、
却
っ
て
事
の
眞
事
を
槻
ざ
る
も
の
と
し
た
。
彼
は
森
教
主
義
仰
統
主
義
に
擦
る
剛
民
主
義
を
以
て
、
猫
太
人
に

對
す
る
、
佛
附
四
人
の
招
騨
と
自
負
と
浄
披
雌
し
た
。
（
浮
曾
①
切
禺
号
の
言
ご
陽
．
一
）
．
き
⑦
爵
２
）
こ
の
パ
レ
ス
の
反

猫
太
思
想
が
、
決
し
て
ド
リ
ュ
モ
ン
の
の
如
き
所
柵
比
族
的
排
猫
太
術
の
一
端
で
な
い
こ
と
は
、
紗
く
も
か
の
「
猫
太

化
せ
る
佛
剛
西
Ｓ
『
Ｅ
二
○
三
国
鴫
白
弄
昌
８
宣
く
①
）
の
一
端
を
見
る
時
に
於
て
、
了
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
一
は

剛
民
の
信
仰
と
体
統
と
の
瓢
描
で
あ
り
。
一
は
棚
逸
に
於
け
る
猫
太
排
斥
恐
想
の
亜
流
に
過
ぎ
な
い
。

．
顧
み
れ
ば
、
プ
ロ
ヴ
ア
ン
ス
ー
詩
人
の
起
し
た
文
學
迩
蜘
の
、
新
尚
古
主
義
的
思
想
は
、
｜
ア
ー
ヌ
の
レ
ジ
ョ
ナ
リ
ス

ム
、
ト
ラ
テ
ィ
シ
ョ
’
一
ス
ム
を
雑
過
し
て
パ
レ
ス
の
図
民
主
韮
主
張
に
、
そ
の
系
流
を
通
し
て
ゐ
た
。
そ
し
て
七
○
年

新
筒
古
主
義
ざ
二
州
問
題
の
言
論
七
三

’
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